
今後の活動に向けて
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新たな感染症の時代の看護学教育の課題・解決策整理のためのロジックモデル 2



今後の課題

•臨地実習前・卒業時点の学生の育成像が明らかに
されていない

•CBTの持続可能なシステムの構築

•OSCEの在り方

•DX化教材の開発を促進するシステムの構築



2023年度の予定

•方針：臨地参加型実習を目指す
➢臨地実習前・卒業時点の学生の育成像の明確化

➢JANPU-CBTの試行と持続可能なシステムに向けた検討

➢OSCEについての情報収集と実現可能性についての検討

➢2022年度調査の詳細な分析

➢DXの教材開発、プラットフォームの構築

➢海外での看護系大学の教育についての情報収集

➢国試のICT化に向けての引き続きの情報収集

•渉外：職能団体・看護専門学校・病院看護管理者団体
との議論、文科省や厚労省との連携



委員会体制の強化（委員の増員）
＜公募＞
• 募集人員:若干名

• 募集期間：2023年3月20日-4月3日

• 要件：社員もしくは社員の推薦を受けた方

• 看護学教育質向上に関する積極的な意見を有して本委員会活動
（CBT/OSCE、DX化、今後の看護学教育の在り方の検討）に
貢献する意思をお持ちの方（講師以上）

• 任期：委嘱の日から2024年度定時社員総会終結時まで

• 活動内容：主としてオンラインでの会議（10回程度）、情報収
集およびまとめ、提案
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